
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（11月1日現在）●人口209,299人（男104,812人・女104,487人）●世帯数 76,787戸 

◆主な内容◆ 

広報  No. 200646

10月29日、国際交流のつどいが絣の郷で開催。外国料理の紹介や和服・民族衣装の着付け、書道・茶道・機織りの体験な
どが行われました。ステージでは、華やかな衣装とともにサンバやサルサなどが披露され、大勢の人でにぎわいました。 

伸び行く元気なまち伊勢崎市 ････････････p.2～3 
景観計画原案・景観まちづくり条例要旨 
屋外広告物条例要旨に対するパブリックコメント ･･･p.9

放課後児童クラブをご存知ですか ････････p.4 
 
獅子が跳びトブサ舞う ･････････････････p.11



① 新市のシンボルとして生まれ変わる観覧車 
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通
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Ｐ
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。
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わが国の人口は、平成16年をピークに減少しています。しかしながら、本市では県内でも最

大規模の人口増加数を示し、依然として長期的に人口が増加する傾向にあります。昨年の工業

統計調査によると、本市の製造品出荷額は、おととしと比較して12.3％の高い伸びを示してい

ます。このような「元気なまち伊勢崎市」が、今後取り組んでいく主な事業を紹介していきます。

波志江上沼 

いせさき聖苑 

伊勢崎IC

上武道路 

北関東自動車道 

波志江沼波志江沼 
環境ふれあい公園環境ふれあい公園 
波志江沼 
環境ふれあい公園 

波志江下沼波志江下沼 波志江下沼 

伊勢崎 
PA

国 道 4 6 2 号 線 

完成イメージ図

新
市
の
玄
関
口
と
し
て

開
発
内
容

伊
勢
崎
Ｐ
Ａ
周
辺
整
備
事
業
に 

民
間
開
発
を
推
進 

公
園
内
に
は
、
20
万
市
民
の
心

を
１
つ
に
結
ぶ
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
大
型

観
覧
車
を
設
置
し
ま
す
。

大
型
観
覧
車
の
設
置
は
、
地
域

の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
、
こ

の
Ｐ
Ａ
周
辺
地
区
の
付
加
価
値
を

高
め
、
民
間
開
発
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
伊
勢
崎
Ｐ
Ａ
の
供
用
開

始
に
合
わ
せ
て
、
高
速
道
路
利
用

者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
「
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）」

を
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

▲ 波志江沼周辺を整備します



華
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寺
公
園
遊
園
地
に
設
置
さ

れ
て
い
る
観
覧
車
ひ
ま
わ
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は
、

昭
和
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年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

観
覧
車
ひ
ま
わ
り
は
、
昭
和
59

年
に
開
催
さ
れ
た
と
ち
ぎ
博
で
使

用
さ
れ
た
も
の
を
移
設
し
た
も
の

で
す
。
完
成
か
ら
す
で
に
21
年
余

り
が
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
し

て
い
ま
す
。
全
国
に
設
置
さ
れ
て

い
る
65
ｍ
を
超
す
観
覧
車
の
中
で

は
、
３
番
目
の
古
さ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

伊
勢
崎
Ｐ
Ａ
周
辺
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
平
成
７
年
３
月
に

基
本
構
想
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
、
平
成

10
年
12
月
に
「
地
域
拠
点
整
備
基

本
計
画
調
査
報
告
書
」
と
し
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
構
想
お
よ
び
計

画
に
は
、
観
覧
車
も
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
新
聞
紙
上

で
も
大
き
く
一
面
に
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
に
向

け
て
作
成
さ
れ
た
「
新
市
建
設
計

画
」
に
お
い
て
も
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

観
覧
車
建
設
計
画
は
、
市
の
長

期
的
な
方
針
を
決
め
る
総
合
計
画

に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
市
議
会
で

も
予
算
が
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

波
志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ
い
公
園

に
造
ら
れ
る
高
さ
88
ｍ
の
観
覧
車

は
、
こ
れ
ま
で
の
観
覧
車
ひ
ま
わ

り
に
代
わ
る
も
で
す
。

観
覧
車
は
、
騒
音
が
少
な
い
だ

け
で
な
く
、
ほ
か
の
大
型
遊
具
に

比
べ
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
少

な
く
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
遊
具

と
い
え
ま
す
。

本
市
は
、
観
覧
車
の
あ
る
ま
ち

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
観
覧
車
は
本
市
の
大
切
な
文

化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
覧
車
は
、
こ
れ
か
ら
も
本
市

を
全
国
的
に
も
広
く
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
も
の
と
し
て
、
そ
し
て
、
新

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
民
の

心
を
１
つ
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る

存
在
な
の
で
す
。
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伸び行く元気なまち伊勢崎市

ひ
ま
わ
り
の
老
朽
化

事
業
の
位
置
付
け

新
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
る 

観
覧
車
ひ
ま
わ
り 

伊勢崎ＰＡにスマートＩＣを
スマートＩＣは、ETC

装着車専用のコンパク
トなインターチェンジ
です。
スマートＩＣの設置

により、波志江沼環境
ふれあい公園へのアク
セスの向上や地域の活
性化が推進されます。

なぜ2つの観覧車が必要なのですか。

2つの観覧車が、同時に稼動することはありません。老
朽化が進んでいる華蔵寺公園の観覧車ひまわりは安全
性や維持管理の面から考えると、新しい観覧車の完成
後は、運転を停止する予定です。

観覧車の耐用年数は決められているのですか。

国の基準では省令で9年と定められています。

観覧車建設の財源は、どうなっていますか。

観覧車建設の事業費は、約9億9,000万円です。財源
は、合併をした市だけが借り入れを許可されている合
併特例債を適用し、事業費の95％を起債措置します。
その元利償還金の70％が普通交付税に算入される非常
に有利な合併特例債を有効活用して、事業を推進します。

経費はどの位かかりますか。また、採算性はありますか。

年間の経費は現時点の試算で、維持管理・人件費を含
めると、およそ2,100万円です。一方、採算性は、現
在の観覧車ひまわりを参考にすると、利用料は280
円・年間利用者数は約17万2千人ですから、利用料を
そのままとし、年間利用者数を半分に想定したとして
も、2,400万円になります。また、利用料を350円と
すると、3,000万円になりますので、採算性はあります。

なぜ、平成20年に観覧車の建設をするのですか。

平成20年9月に、北関東自動車道が太田市まで開通す
る予定ですが、これに合わせて伊勢崎ＰＡも同時にオ
ープンします。本市では、高速道路と一般道路を接続
させ、ＩＣ（インターチェンジ）以外でＥＴＣを利用
して高速道路に乗り降りできる、スマートＩＣの設置
を要望しています。また、平成20年には、全国都市緑
化フェアが本県で開催されますので、この時期に合わ
せて、観覧車の建設完成を目指しています。

華蔵寺公園の遊具も移転するのですか。

観覧車を除いたほかの遊具は、安全性を十分に考えた
上で、当面現在のままで継続します。遊具の移転計画
構想も、ＰＡ周辺開発の一環として、民間資本の導入
を基本として実施していきたいと考えています。

観覧車 

本件に関しご質問のある人は、電子メールおよびファ

クスで広報課へお寄せください。

数多く寄せられた質問については、広報いせさき紙面

上で回答します。

メールアドレス office＠city.isesaki.lg.jp

ファクス番号 23－9800
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対象児童　平成19年度の小学１年生から3年生　 
　※定員に余裕がある場合は高学年も可 
申込期間　12月4日（月）から15日（金）まで 
　※土・日曜日は除きます 
受付時間　午前8時30分～午後5時15分 
申込方法　所定の申込書が保育課または各クラブ
　にあります。必要事項を記入の上、直接保育課へ 

　申込期間や申込方法は各クラブによって異なりま
す。入所を希望するクラブへ直接お問い合わせくだ
さい。 

対象区域 クラブ名 定員 所　在　地 

南 小  南小学校 36 上泉町（蕁25－0440） 

殖 蓮 小  殖蓮小学校 70 上植木本町（蕁22－1665） 

宮 二 小  宮郷第二小学校 60 連取町（蕁24－8089） 

対象区域 クラブ名 所　在　地 

北 小  北 曲輪町 
（蕁22－3998） 

殖 蓮 小  
さ く ら ん ぼ  上植木本町 

（蕁26－6266） 

赤 　 　 　 城  上諏訪町 
（蕁25－7303） 

茂 呂 小  も 　 　 　 ろ  茂呂町二丁目 
（蕁22－0635） 

三 郷 小  ト ト ロ の 家  波志江町三丁目 
（蕁23－2997） 

宮 郷 小  ハローキャンパス 田中島町 
（蕁24－1761） 

豊 受 小  ゆ た か  馬見塚中町 
（蕁32－3691） 

名 和 小  
ど ん ぐ り  戸谷塚町 

（蕁32－1400） 坂 東 小  

対象区域 クラブ名 所　在　地 

北 二 小  

殖 二 小  

広 瀬 小  

ひ ま わ り  宗高町 
（蕁21－7380） 

あ お ぞ ら  日乃出町 
（蕁21－0521） 

あ す な ろ 館  山王町 
（蕁26－6501） 

ひろせこどもの家 新栄町 
（蕁26－4115） 

宮 二 小  み 　 ら 　 い  連取町 
（蕁21－5500） 

境 　 小  す ぎ な 教 室  南町 
（蕁74－5523） 

境采女小 う ね め 教 室  

ひまわり教室 

たけのこ教室 

下渕名6区 
（蕁76－4141） 
下武士西 
（蕁74－5841） 
北米岡 
（蕁74－5599） 

境剛志小 

境 東 小  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後
に
帰
宅
し
て
も
、
仕
事
な
ど

で
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
を
預
か
る
施
設
で
す
。
保
育
経
験
の
あ
る
指

導
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
活
動
を
通
じ
て
児
童
の
育
成
を
は
か
り
ま
す
。

平
日
は
放
課
後
か
ら
午
後
7
時
ご
ろ
ま
で
、
土
曜
日
や
学
校
の
長
期
休
業
期
間

は
午
前
中
か
ら
児
童
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
時
間
や
利
用
料
は
ク
ラ
ブ

に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
）。

今
回
、
平
成
19
年
4
月
か
ら
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
申
し
込
み
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
育
課
（
内
線
2
1
2
7
）
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期日 12月1日（金）から8日（金）まで
※3日（日）は除きます

時間 午前10時～午後4時
内容 マカロニを使ってリースを作ります
申し込み 当日午前10時から

●赤堀南児童館
期日 12月5日（火）
内容 カレンダー作り
用意するもの はさみ・のり・マジックペン
●赤堀あさひ児童館
期日 12月7日（木）
内容 クリスマス飾り作り
用意するもの はさみ・のり・マジックペン
●赤堀児童館
期日 12月8日（金）
内容 絵本とわらべうたを楽しみます
講師 佐塚公代さん

＊　　　　　＊
いずれも
時間 午前10時30分～11時30分
対象 市内に在住の幼児とその保護者
申し込み 当日午前10時から

期日 11月25日（土）・26日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 牛乳パックを使って、口がパクパ
ク動く人形を作ります
申し込み 当日午前10時から

期日 12月2日（土）
時間 午前10時30分～正午
内容 ゲーム・学生ボランティアのハン
ドベル演奏・人形劇です。手づくりの
プレゼントもあります
申し込み 当日午前10時から

期間 11月27日（月）から12月10日
（日）まで
※11月29日・12月6日の水曜日は除
きます
時間 午前9時30分～午後6時
内容 色画用紙で窓飾りを作り、児童館
に飾ります
申し込み 各日とも午前9時30分から随時

期日 12月9日（土）
時間 午後1時30分開演

（午後1時20分開場）
対象 小学生以上
定員 50人（先着順）
内容 マンドリンの演奏
を聞いたり、おやつを食べたりします。
サンタさんからすてきなプレゼントも
もらえます
参加料 50円
申し込み 11月27日（月）から12月2日
（土）までに参加料を添えて

期日 12月2日（土）
時間 午前9時開始
対象 小学4年生から6年生
定員 20人（先着順）
講師 須田欣次さん
参加料 350円
申し込み 11月25日（土）から12月1日
（金）までに参加料を添えて

期日 12月2日（土）
時間 午後2時開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
申し込み 開始10分前から

期日 12月3日（日）
時間 午後2時開始
内容 母親クラブや殖蓮婦人会の皆さん
ともちをついて食べます
申し込み 開始10分前から

テーマ 秋の星空大ぼうけん
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回
※12月2日（土）・3日（日）は番組
入れ替えのため休みます

期日 11月25日（土）
時間 午前9時30分開始
対象 小学生以上
定員 30人（先着順）
内容 矢の先につけた羽根だけが飛ぶ安
全な弓矢を作ります
参加料 100円
申し込み 11月24日（金）までに直接
または電話で

第４回こども陶芸教室 パクパク人形作り クリスマスリース作り

クリスマスリースを作ろう

もちつき大会

プラネタリウム

冬の窓飾り作り

竹の弓矢作り

あ

クリスマス会

あそびの教室

わてんぼうの
クリスマスコンサート
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あ
ず
ま
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
 

10月15日、あずまコスモスまつりが
小泉稲荷大鳥居周辺で開催。乗馬体
験やミニ鉄道、野だてなどたくさんの
催しが行われました。訪れた大勢の人
たちは、2,500万本が咲きそろったコ
スモス畑の散策を楽しんでいました。 

▲ 満開のコスモスに囲まれて

▲ 習ったシュートをゴールに向けて

蜻

練
習
後
に
開
か
れ
た
サ
イ
ン
会

▲ かわいいポニーとふれあい体験

10月15日、ザスパ草津の選手に
よるサッカー教室が境ふれあい
パークで開催。小学生約150人が
参加し、シュートやドリブルなど
の指導を受けました。子どもた
ちは、プロ選手からの直接のアド
バイスに目を輝かせていました。 

ザスパ選手がサッカー教室 
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百
歳
ば
ん
ざ
い
 

10月20日、百歳の誕生日を迎えた大
谷作次さん（平和町）は、矢内市長の慶
祝訪問を受けました。テレビでスポー
ツや時代劇を見るのが楽しみという
作次さんは、95歳になる夫人ととも
に笑顔で慶祝状を受け取っていました。 

蜷

高
橋
元
太
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演

▲ 生涯学習活動の舞台発表

▲ 躍動感あふれる舞が披露

▲ 矢内市長の慶祝を受ける大谷作次さん

10月 14・15日、千本木神
社の秋まつりが開催。県重要
無形民俗文化財に指定され
た千本木龍頭神舞が披露さ
れました。龍の頭に飾られた
トブサが、激しい舞で飛び散
ると、子どもたちは競うよう
にトブサを拾っていました。 

龍の舞にトブサ舞う 

▲ 大人顔負けの華麗なステップ

10月15日、こどもフェスタ
2006が赤掘芸術文化プラザ
で開催され、23組の子ども
たちが出場しました。ステ
ージ上では、歌や舞踊、太
鼓やダンスなどが次々と披
露され、会場からは大きな
拍手が送られていました。 

日ごろの練習の成果を 

▲ 手入れされたばかりのマツを見学

10 月 17 日、市民施設見学
会が開催。第２学校給食調理
場で学校給食の試食のほか、
連取のマツや旧森村家住宅、
小菊の里の見学などが行わ
れました。参加した皆さんは、
係員の説明に耳を傾け、市
政への理解を深めていました。 

市有施設を巡る 

▲ 安心で安全なまちづくりへの意識を高
める参加者

10 月 15 日、安心安全まち
づくり条例制定１周年を記念
した市民総決起大会がベイシ
ア西部モール店従業員駐車場
で開催。防犯に関係する37
団体、約300人が一堂に会し、
安心で安全なまちづくりへ 
の意識を高めていました。 

安心で安全なまちづくり 

▲ お気に入りの絵があったよ

10月13～15日、国際児童
絵画展がふくしプラザで開催。
市内の小・中学校に通う外国
籍の子どものほか、姉妹友
好都市の子どもたちの作品
が展示されました。来場した
皆さんは、国際色あふれる力
作の数々に見入っていました。 

個性豊かな絵画が展示 

10月14日、生涯学習大会が
文化会館で開催。本年は豊受
地区での生涯学習活動がスラ
イドによる説明や舞台発表で
紹介されました。また、高橋
元太郎さんを招き「うっかり
八兵衛の元気になる話」と題
した記念講演が行われました。 

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
 



8

期
日

12
月
18
日
（
月
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分

会
場

南
公
民
館

定
員

20
人

内
容

フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト
作
り

講
師

河
村
操
さ
ん

参
加
料

１
、
８
０
０
円
（
材
料

費
・
ケ
ー
キ
の
箱
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

１
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

参
加
料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁

（26）
８
３
３
３)

期
日

12
月
６
日
か
ら
平
成
19
年

３
月
28
日
ま
で
の
水
曜
日（
全
15
回
）

※
平
成
19
年
１
月
３
日
・
３
月
21

日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
18
歳

以
上
の
人

①

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

課
程
を
修
了
し
て
い
る
人

②
　
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

定
員

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
勤
務
先
（
学
校
名
）
と

そ
の
所
在
地
・
受
講
理
由
を
記
入

し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
返
信

先
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
０
２
２

日
乃
出
町
１
３
４
７
―
１
　
地
域

ふ
く
し
館
う
え
は
す
内
　
市
聴
覚

障
害
者
福
祉
協
会

申
込
締
切
日

11
月
30
日
（
木
）

※
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課
（
内

線
２
１
６
３
）

期
日

12
月
14
日
（
木
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

境
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
上

武
士
）

対
象

市
内
に
在
住
の
高
齢
者
・

障
害
者
ま
た
は
介
護
予
防
に
関
心

が
あ
る
人

定
員

１
０
０
人

講
師

高
玉
真
光
さ
ん
（
老
年
病

研
究
所
付
属
病
院
長
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
接

ま
た
は
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

境
支
所
（
蕁
（74）
５
２
９
４
）

期
日

12
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

東
京
福
祉
大
学

対
象

市
内
に
在
住
で
両
日
と
も

参
加
で
き
る
人

定
員

40
人

内
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
と

な
る
基
本
的
な
知
識
や
技
術
に
つ

い
て
の
講
義
・
実
技
講
習

参
加
料

無
料
（
希
望
者
に
は
昼

食
を
実
費
販
売
し
ま
す
）

※
２
日
は
運
動
靴
を
持
参
し
、
動

き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い

申
込
方
法

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
送
付
し
て
く
だ

さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
０
４
５

上
泉
町
１
５
１
　
社
会
福
祉
協
議
会

申
込
締
切
日

11
月
24
日
（
金
）

※
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
（25）
４
５
４
６
、

（21）
８
２
５
２
）

■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
 

講
座 

殖蓮地区自然環境を守る会会長
若井一男さん（上植木本町）

28

「粕川の水をきれいにしたい。子どもたちに自然の
すばらしさを伝えたいんです」と語るのは、殖蓮地区
自然環境を守る会の会長を務める若井一男さんです。
会員は27人。これまで18年間、殖蓮地区や周辺の子

どもたちにサケの卵を配布し、粕川で稚魚の放流を行
ってきました。また、地域の人たちに自然とふれあう
機会を提供してきたことが認められ、自然環境功労者
として環境大臣表彰を受賞しました。
「本年は初めて市役所で卵の配布を行います。私た

ちの活動が、市内全域に広まるように頑張っていきた
い」と語る若井さんの目は輝いていました。

（14ページを参照）

女
性
学
級

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む

ケ
ー
キ
作
り
教
室

第
２
回
介
護
予
防
講
座

生
活
習
慣
病
の
予
防

手
話
を
学
ぼ
う

入
門
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
（
入
門
編
）



期
日

12
月
６
日
・
13
日
・
20
日

の
水
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

乳
児
（
２
か
月
以
上
８
か

月
未
満
）
と
そ
の
親

定
員

15
組

内
容

植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す

講
師

石
原
香
苗
さ
ん

参
加
料

６
０
０
円

用
意
す
る
も
の

バ
ス
タ
オ
ル
２

枚
・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

28
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

平
成
19
年
１
月
10
日
・
17

日
・
24
日
・
31
日
の
水
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

豊
受
公
民
館

定
員

15
名

内
容

カ
ラ
ー
ボ
ト
ル
や
ク
リ
ス

タ
ル
な
ど
を
使
っ
て
癒
し
を
学
び
、

ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
の
高
い
花
で
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
し
ま
す

講
師

小
暮
奈
々
子
さ
ん

参
加
料

３
、
０
０
０
円
（
花
代
）

用
意
す
る
も
の

園
芸
ば
さ
み
・

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

８
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
豊
受
公
民
館
（
蕁

（32）
０
３
５
０
）

期
日

12
月
20
日
（
水
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

定
員

20
人

講
師

川
島
靖
子
さ
ん

参
加
料

５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

１
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

参
加
料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁

（26）
８
３
３
３
）

期
日

12
月
９
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

名
和
公
民
館

対
象

小
学
生
以
上
（
低
学
年
は

保
護
者
同
伴
）

定
員

10
人

講
師

町
田
つ
ね
さ
ん

参
加
料

３
０
０
円

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

28
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

参
加
料
を
添
え
て
名
和
公
民
館（
蕁

（32）
０
０
３
４
）

期
日

12
月
１
日
（
金
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

境
支
所
会
議
用
庁
舎

対
象

市
内
に
在
住
の
人

定
員

60
人

講
師

鈴
木
宣
夫
さ
ん（
獣
医
師
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み

当
日
、
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
蕁
（20）
７
３
０
０
）

9

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

カ
ラ
ー
・
ス
ト
ー
ン
・

フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
入
門
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

お

き

り

込

み

教

室

も
ん
じ
ゃ
焼
き
作
り
教
室

第
２
回
消
費
者
行
政
講
座

知
っ
て
お
き
た
い
！
知
っ
て
納
得
!!

食
品
添
加
物
の
最
新
情
報

25－4478　http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

さよならエアーファイター～終日無料開放～

皆さんに長年親しまれたエアーファイターが
老朽化に伴い取り壊されます。これまでの利用
に感謝を込め、エアーファイターを終日無料開
放します。
期日 11月26日（日）・27日（月）
時間 午前9時～午後5時

轟轟戦隊ボウケンジャーショー

期日 11月26日（日）
時間 ①午前11時～

②午後2時30分～
会場 華蔵寺公園野外ステージ
入場料 無料

狡2006テレビ朝日・東映AG・東映

本市では、景観まちづくりの基本となる景観計画の策定お
よび景観まちづくり条例・屋外広告物条例の制定に取り組ん
でいます。
これまで、市民意識調査の結果やいせさき風景探偵団から

の提案などを基に市景観計画策定委員会で審議が進められ、
原案などがまとまりました。
そこで、市民の皆さんの幅広い意見を計画と条例に反映し

ていくため、原案などのパブリックコメント手続（市民意見
提出手続）を行います。皆さんの意見を聞かせてください。
※原案などの概要は、市ホームページ・市民情報コーナー
（本庁本館1階）・都市計画課・各支所庶務課でご覧になれ
ます
募集期間 12月16日（土）まで
意見を提出できる人
①市内に在住・在勤・在学の人
②市内に事務所・事業所を有する個人または法人、そのほ
かの団体
③本市に納税義務がある人

意見の提出方法 所定の様式に、住所・氏名・原案などに対
する意見とその理由を記入し、直接または郵送、ファクス、
メールで提出してください
※所定の様式は、市民情報コーナー・都市計画課・各支所
庶務課に用意してあります。市ホームページからもダウン
ロードできます
あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410 市役所都市計
画課
ファクス番号 23－0601
メールアドレス tosikei@city.isesaki.lg.jp
問い合わせ 都市計画課（内線2436）

パブリックコメントを行います 
 
パブリックコメントを行います 
 

市景観計画原案・市景観まちづくり条例要旨・ 
市屋外広告物条例要旨に対する 
市景観計画原案・市景観まちづくり条例要旨・ 
市屋外広告物条例要旨に対する 
市景観計画原案・市景観まちづくり条例要旨・ 
市屋外広告物条例要旨に対する 

パブリックコメントを行います 



日に

本ほ
ん

語ご

スす

ピぴ

ーー

チち

コこ

ンん

クく

ーー

ルる

に
出し

ゅ
つ

場じ
ょ
う

す
る
外が

い

国こ
く

籍せ
き

市し

民み
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す
。
日ひ

ご
ろ
の
思お

も

い
を
日に

本ほ
ん

語ご

で
スす

ピぴ

ーー

チち

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

３
つ
の
テて

ーー

マま

か
ら
１
つ
を
選え

ら

び
、
５
分ふ

ん

程て
い

度ど

で
話は

な

し
て
く
だ
さ

い
。

期き

日じ
つ

12
月が

つ

17
日に

ち

（
日

に
ち
よ
う
び）

時じ

間か
ん

午ご

後ご

１
時じ

30
分ぷ

ん

開か
い

始し

会か
い

場じ
ょ
う

絣か
す
り

の
郷さ

と

（
円え

ん

形け
い

交こ
う

流り
ゅ
う

館か
ん

）

対た
い

象し
ょ
う

市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

・
在ざ

い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

籍せ
き

市し

民み
ん

※
学が

く

生せ
い

は
除の

ぞ

き
ま
す

テて

ーー

マま

①
自じ

分ぶ
ん

の
国く

に

の
こ
と
、

②
伊い

勢せ

崎さ
き

市し

に
住す

ん
で
感か

ん

じ
た
こ

と
、
③
共と

も

に
生い

き
る
社し

ゃ

会か
い

づ
く
り

申も
う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ

11
月が

つ

30
日に

ち

（
木

も
く
よ
う
び）

ま
で
に
市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
国こ

く

際さ
い

課か

内な
い

、
内な

い

線せ
ん

２
１
１

５
）

活
動
日

第
１
・
３
木
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

赤
堀
公
民
館

内
容

自
己
紹
介
・
あ
い
さ
つ
と

会
話
・
話
材
・
説
得
・
話
の
構
成

な
ど

講
師

塚
越
郁
夫
さ
ん

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

話
し

方
教
室
代
表
の
田
島
初
男
さ
ん（
蕁

（24）
８
１
２
２
）

活
動
日

火
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

内
容

中
級
程
度

会
費

月
２
、
０
０
０
円

※
入
会
金
＝
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｌ
Ｅ

Ｅ
の
根
岸
さ
ん
（
蕁
（62）
２
１
２
３
）

和
太
鼓
は
手
軽
に
始
め
る
こ
と

が
で
き
、
し
か
も
奥
の
深
い
楽
器

で
す
。
和
太
鼓
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
和
太

鼓
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

12
月
７
日
（
木
）
・
14
日

（
木
）
・
22
日
（
金
）

時
間

午
後
７
時
15
分
〜
８
時
15
分

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象

高
校
生
以
上

定
員

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料

２
、
０
０
０
円
（
バ
チ

代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

午
後

６
時
か
ら
９
時
ま
で
に
柿
沼
さ
ん

（
蕁
（74）
６
３
４
０
）
ま
た
は
野
中

さ
ん
（
蕁
（76）
３
６
５
７
）

群
馬
・
栃
木
・
茨
城
の
３
県
を

結
ぶ
北
関
東
自
動
車
道
の
全
線
開

通
が
平
成
24
年
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
次

世
代
に
残
る
よ
う
、
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
規
格

●
漢
字
・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
限
り
ま
す

※
愛
称
は
、
簡
素
で
呼
び
や
す
く

覚
え
や
す
い
も
の

●
愛
称
の
意
味
・
愛
称
に
込
め
ら

れ
た
思
い
な
ど
を
で
き
る
だ
け
簡

素
に
ご
記
入
く
だ
さ
い

●
応
募
は
１
人
何
点
で
も
可
能
で

す
が
、
１
応
募
に
つ
き
１
作
品
と

し
ま
す

注
意
事
項

①

作
品
は
、
本
人
発
案
の
未
発

表
の
も
の
と
し
、第
３
者
の
権
利

を
害
し
な
い
も
の
に
限
り
ま
す

②
　
入
賞
作
品
に
あ
た
っ
て
は
、

補
作
・
修
正
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す

③

入
賞
作
品
の
諸
権
利
は
、
主

催
者
に
帰
属
し
ま
す

④
　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
・
性
別
を
記
入
の
上
、
は
が
き

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

あ
て
先

〒
３
２
０
―
８
５
０
１

栃
木
県
宇
都
宮
市
塙
田
１
丁
目
１

―
20

栃
木
県
土
木
部
高
速
道
路

対
策
室
　
北
関
東
自
動
車
道
愛
称

募
集
係

フ
ァ
ク
ス
番
号

０
２
８
―
６
２

３
―
２
３
９
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kd
aisyo

u
@
p
ref.to

ch
igi.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.to

ch
igi.jp

/
kitakan

/aisyo
u
.h
tm
l

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す

応
募
締
切
日

平
成
19
年
１
月
10

日
（
水
）

※
当
日
必
着

入
賞
作
品
の
発
表

平
成
19
年
２

月
下
旬
を
予
定

賞
品

最
優
秀
賞
（
１
人
）
＝
北
関
東
自

動
車
道
沿
線
米
め
ぐ
り
90
㎏

優
秀
賞
（
３
人
）
＝
北
関
東
自
動

車
道
沿
線
米
め
ぐ
り
30
㎏

※
同
名
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

で
す

問
い
合
わ
せ

県
道
路
整
備
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
３
５
８
６
）

10

募
集 

第だ
い

１
回か

い

日に

本ほ
ん

語ご

スす

ピぴ

ーー

チち

コこ

ンん

クく

ーー

ルる

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

話
し
方
教
室
会
員
募
集

英
会
話
サ
ー
ク
ル
Ｌ
Ｅ
Ｅ

会
員
募
集

上
州
境
雉
子
尾
太
鼓

和
太
鼓
教
室
参
加
者
募
集

北

関

東

自

動

車

道

愛

称

募

集

・

期日 12月9日（土）・10日（日）
時間 午前10時～午後3時
会場 市立伊勢崎高等学校
対象 コンピューターの基本操作を学びたい人
定員 40人（先着順）

内容 インターネットの活用方法や、ワードで
の年賀状作成の基礎技術の習得など
受講料 無料（教材費として500円が必要です）
申し込み・問い合わせ 12月5日（火）までに
電話で市立伊勢崎高等学校（蕁25－4458）



雇
用
期
間

平
成
19
年
１
月
か
ら

土
・
日
・
祝
日
を
中
心
に
月
に
６

〜
12
日
程
度

勤
務
時
間

●
12
月
か
ら
２
月
ま
で
＝
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
45
分

●
３
月
か
ら
11
月
ま
で
＝
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
残
業
も
あ
り
ま
す

対
象

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
子

ど
も
が
好
き
な
健
康
な
人

仕
事
内
容

主
に
遊
器
具
の
運
転

時
給

８
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

華
蔵

寺
公
園
遊
園
地
（
蕁
（25）
４
４
７
８
）

●
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設

期
日

12
月
３
日
（
日
）

時
間

Ａ
＝
午
前
９
時
〜
10
時
45
分

Ｂ
＝
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
45
分

Ｃ
＝
午
後
１
時
〜
２
時
45
分

Ｄ
＝
午
後
３
時
〜
４
時
45
分

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

※
小
学
生
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
中

学
生
）
ま
で
は
保
護
者
同
伴

内
容

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・

テ
ニ
ス
・
陸
上
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

お
遊
び
ラ
ン
ド

申
し
込
み

当
日
、
会
場
で
受
け

付
け
ま
す

※
満
員
の
場
合
、
ご
利
用
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

市
民
体
育
館
（
蕁

（23）
７
０
１
５
）

●
あ
ず
ま
運
動
施
設

期
日

12
月
３
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

内
容

あ
ず
ま
体
育
館
（
バ
ス
ケ

ッ
ト
コ
ー
ト
２
面
）、
あ
ず
ま
総

合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
人

工
芝
２
面
・
ク
レ
ー
２
面
）

申
し
込
み

当
日
、
あ
ず
ま
体
育

館
で
受
け
付
け
ま
す

※
天
候
な
ど
の
都
合
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

あ
ず
ま
体
育
館（
蕁

（62）
７
２
７
１
）

期
日

12
月
17
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
開
会
式

会
場

市
民
体
育
館

参
加
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤

在
学
お
よ
び
ク
ラ
ブ
員
で
中
学
生

以
上

種
目
・
種
別
　
①
男
女
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
（
競
技
歴
３
年
以
上
）、
②
男

女
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
（
合
算
年
齢
が
80

歳
以
上
ま
た
は
競
技
歴
２
年
）、

③
男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ
（
合
算
年
齢

１
０
０
歳
以
上
ま
た
は
初
心
者
）

参
加
料

１
組
＝
２
、
０
０
０
円

※
当
日
、
会
場
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

22
日
（
水
）
か
ら
12
月
３
日
（
日
）

ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
市

民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）

11

ス
ポ
ー
ツ 

華
蔵
寺
公
園
遊
園
地

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

施
設
の
無
料
開
放

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

・

第
２
回
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

・

大事な投票、忘れずに!【公職選挙法第49条関係】
長期の出張などで本市以外の市町村に滞在している場合は、その

滞在地の選挙管理委員会で投票することができます。投票用紙など
の請求手続きを本市の選挙管理委員会にしていただければ、投票用
紙などを郵送します。届き次第、滞在地の選挙管理委員会に持参し、
投票してください。
問い合わせ 市選挙管理委員会（内線2339）

南・北千木町の千本木龍頭神舞が県の指定を受けたことを
記念して、市内に伝わる獅子舞の展示を行います。
期間 11月25日（土）から12月10日（日）まで
時間 午前9時～午後5時
会場 赤堀歴史民俗資料館
入館料 無料
問い合わせ 赤堀歴史民俗資料館（蕁63－0030）
※月曜日は休館です

期間中の催し
【獅子舞実演】
期日 11月26日（日）
時間 午後1時30分～3時
会場 資料館北側駐車場
※雨天時は赤堀公民館

内容 千本木龍頭神舞保存会と
下渕名獅子舞保存会による獅
子舞の実演を行います

【特別講座】
期日 12月3日（日）
時間 午後1時30分～3時
定員 30人（先着順）
演題 一人立三匹獅子舞の分布と歴史
講師 関孝夫さん（芸能研究者）
申し込み 11月22日（水）から電話で赤堀歴史民俗資料館へ
【獅子頭をかぶってみよう】
期日 12月10日（日）
時間 午後1時～3時
内容 千本木龍頭神舞の獅
子頭をかぶって記念撮影
ができます

千本木龍頭神舞県指定記念 



国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
や
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。昨

年
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
場
合
、
１
年
間
に
納
付
（
納
付

見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
11
月
上
旬
に
社
会
保

険
庁
か
ら
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
に
も
、
そ

の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
人

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に
、

自
分
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
族
分
の
控
除
証
明
書

も
申
告
す
る
人
の
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
控
除
証
明
書
が
届
か

な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
、
蕁

０
５
７
０
―
０
０
―
９
９
１
１
）

ま
た
は
前
橋
社
会
保
険
事
務
所（
蕁

０
２
７
―
２
３
１
―
１
７
０
５
）

国
民
年
金
以
外
の
老
齢
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー（
社
会
保
険
庁
）

か
ら
、
11
月
上
旬
に
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り

「
雑
所
得
」
と
し
て
課
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
支
払
わ
れ
る
年
金

か
ら
各
種
の
控
除
を
行
い
、
残
り

の
額
か
ら
所
得
税（
源
泉
徴
収
税
）

が
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
ら
れ
る
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

が
送
ら
れ
る
老
齢
年
金
受
給
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

●
65
歳
以
上
で
年
１
５
８
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

●
65
歳
未
満
で
年
１
０
８
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

源
泉
徴
収
税
額
は
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
区

分
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
提
出
し
て
い
る
場
合

公
的
年
金
な
ど
の
金
額
か
ら
基

礎
的
控
除
額
と
そ
の
申
告
書
の
記

載
事
項
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い

る
各
種
の
控
除
額
の
合
計
額
を
控

除
し
た
残
額
の
５
％
相
当
額

●
提
出
し
て
い
な
い
場
合

公
的
年
金
な
ど
の
金
額
か
ら
25

％
相
当
額
を
控
除
し
た
残
額
の
10

％
相
当
額
（
介
護
保
険
料
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
計
算
に
含

め
ま
す
）

以
上
の
よ
う
に
、「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
を
提
出
し
な
い
と
、

扶
養
控
除
な
ど
の
控
除
が
受
け
ら

れ
ず
、
公
的
年
金
控
除
の
額
も
定

率
（
年
金
の
支
給
額
の
25
％
）
と

な
り
、
税
金
を
多
く
徴
収
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
忘
れ
ず

に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）
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お
知
ら
せ 

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

の
添
付
を
忘
れ
ず
に

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
を

市民病院では、保育園・幼稚園に通園している園児が、かぜな

どの病気やけがの回復期で登園が困難であり、保護者が勤務など

により家庭での育児も困難な場合、園児の一時預かりを行います。

※伝染性の強い疾患の場合、預かることはできません

期日 月曜日から金曜日まで

※祝日は除きます

時間 午前8時～午後6時

預かる場所 市民病院南棟

定員 1日2人

利用料 実費（昼食代など）

申し込み

市民病院総務課へ

（蕁25－5022）

問い合わせ

保育課（内線2127）

人 権 週 間
12月4日（月）から10日（日）までは、「第58回人

権週間」です。昭和23年12月10日に行われた第3回

国連総会において「世界人権宣言」が採択されたこと

を記念し、12月10日を人権デーと定めました。人権

とは何か、人権の尊重とはどういうことか、あらため

て考えてみましょう。

問い合わせ 人権課（内線2123）

合併記念公園（波志江沼環境ふれあい公園）

整備計画案のパブリックコメント手続の結果

を市ホームページおよび市民情報コーナー

（本庁本館1階）で公表しています。

問い合わせ 緑化フェア担当課（内線2711）

パブリックコメントの結果を
公表しています



日
ご
ろ
、
市
内
の
公
立
保
育
所

で
行
わ
れ
て
い
る
保
育
の
様
子
を

パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

期
日

12
月
４
日
（
月
）
か
ら
８

日
（
金
）
ま
で

会
場

本
庁
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ

保
育
課
（
内
線
２

１
２
１
）

期
日

12
月
２
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

い
せ
さ
き
明
治
館

講
師

小
堀
重
明
さ
ん

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
ま
ち
ガ
イ

ド
の
伊
比
さ
ん
（
蕁
（24）
９
３
１
５
）

期
日

11
月
25
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

殖
蓮
公
民
館

定
員

80
人

演
題

「
深
谷
市
・
幡は

羅ら

遺
跡
〜

推
定
武
蔵
国
幡
羅
郡ぐ

ん

衙が

の
調
査
〜
」、

「
三
軒
屋
遺
跡
と
八
角
形
建
物
〜

掘
り
出
さ
れ
た
古
代
の
役
所
〜
」

講
師

知
久
裕
昭
さ
ん
（
深
谷
市

教
育
委
員
会
職
員
）、
出
浦
崇
さ

ん
（
市
文
化
財
保
護
課
職
員
）

入
場
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

文
化

財
保
護
課
（
蕁
（24）
０
９
６
６
）

期
間

11
月
27
日
（
月
）
か
ら
12

月
22
日
（
金
）
ま
で

※
土
･
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

殖
蓮
公
民
館

内
容

三
軒
屋
遺
跡
の
八
角
形
建

物
を
中
心
と
し
た
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
す

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（
蕁

（24）
０
９
６
６
）

期
日

12
月
１
日
（
金
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

会
場

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

（
西
国
定
下
）

※
精
神
障
害
者
関
係
団
体
や
模
擬

店
が
多
数
出
店
し
ま
す

※
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

県
立
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
（
蕁
（62）
３
３
１
１
）

期
日

11
月
21
日
（
火
）

時
間

午
前
の
部
＝
午
前
10
時
開

始
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分

開
始

会
場

文
化
会
館

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
税
務
署（
蕁

（25）
９
５
２
９
）

13

催
し 

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
家
族
会

の

び

る

会

バ

ザ

ー

公
立
保
育
所
パ
ネ
ル
展

三
軒
屋
遺
跡
講
演
会

三
軒
屋
遺
跡
パ
ネ
ル
展

平
成
18
年
分

年

末

調

整

説

明

会

以下の公演のチケット（整理券）を販売・配布しています。
●県立太田女子高等学校演劇部　『The PHANTOM of the
MUSIC ROOM』
日時 11月23日（祝）午後2時開演
入場料 無料（要整理券）

●劇団らん　『サクラパパオー』
日時 ①11月25日（土）午後2時開演

②11月25日（土）午後6時開演
入場料 一般＝1,000円　高校生以下＝500円

●夢☆舞台芸術プロデュース　『蒲田行進曲』
日時 ①12月2日（土）午後6時30分開演

②12月3日（日）午後2時開演
入場料 一般＝1,000円　高校生以下＝800円

●群読集団冬泉郷　『夢十夜の夕べ』
日時 ①12月2日（土）午後7時開演

②12月3日（日）午後3時開演
入場料 前売券＝800円　当日券＝1,000円

●演劇ユニット海月旅館　『消失』
日時 ①12月9日（土）午後6時30分開演

②12月10日（日）午後1時30分開演
入場料 1,000円

●創造結社ＳＪＫ　『王国の鍵』
日時 ①12月9日（土）午後7時開演

②12月10日（日）午後2時開演
入場料 前売券＝500円　当日券＝700円　高校生以下＝
500円

●演劇集団Brilliant☆Smile 『Alice（アリス）』
日時 ①平成19年1月13日（土）午後6時30分開演

②平成19年1月14日（日）午後1時30分開演
入場料 前売券＝700円 当日券＝800円 小学生以下＝無料

●劇団「翼」『かっぱ地ぞう・アイロンおばさん』
日時 ①平成19年1月20日（土）午後6時開演

②平成19年1月21日（日）午後3時30分開演
入場料 無料（要整理券）

●つるかめ演劇部『T.K.e3～パワフル・キッチン～』
日時 ①平成19年1月20日（土）午後7時開演

②平成19年1月21日（日）午後2時30分開演
入場料 一般＝500円　高校生以下＝100円

●境演劇講座『雛壇芝居－三人官女』
日時 ①平成19年2月24日（土）午後6時開演

②平成19年2月25日（日）午後2時開演
入場料 無料（要整理券）

問い合わせ 境総合文化センター（蕁76－2222）

「
い
せ
さ
き
明
治
館
」
語

か
た
る

部べ

の
集
い



サ
ケ
の
飼
育
を
希
望
す
る
人
に

卵
を
無
料
配
布
し
ま
す
。
平
成
19

年
３
月
に
粕
川
で
放
流
式
を
行
い

ま
す
。

期
日

12
月
10
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
11
時

会
場

本
庁
正
面
玄
関

定
員

２
０
０
人

用
意
す
る
も
の

紙
コ
ッ
プ

問
い
合
わ
せ

殖
蓮
地
区
自
然
環

境
を
守
る
会
の
若
井
一
男
さ
ん（
蕁

（25）
８
５
８
５
）

平
成
19
年
４
月
に
開
設
す
る
通

所
型
障
害
者
支
援
施
設
の
利
用
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

11
月
22
日
（
水
）
・
25
日

（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

対
象

通
所
を
希
望
す
る
人
や
関

心
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ

ぶ
ど
う
の
木
の
森

村
さ
ん
（
蕁
（25）
３
８
９
１
）

期
日

12
月
３
日
（
日
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

定
員

50
人

テ
ー
マ

暮
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

講
師

電
力
中
央
研
究
所
職
員

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

田
代

玲
子
さ
ん
（
蕁
（76）
５
７
１
５
）

都
市
計
画
道
路
・
坂
東
大
橋
石

山
線
（
八
坂
工
区
）
が
事
業
変
更

の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
八
坂
工

区
の
事
業
を
次
の
期
間
ま
で
延
長

し
ま
す
。

事
業
施
行
期
間
中
、
事
業
内
容

な
ど
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

事
業
施
行
期
間

平
成
19
年
９
月

30
日
（
日
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

都
市
計
画
課
・
県
都
市
計

画
課

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
内

線
２
４
５
０
）
ま
た
は
県
都
市
計

画
課
（
蕁
０
２
７
―
２
２
３
―
１

１
１
１
）

次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
境
島
小
学
校
平
成
17
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
島
村
の
歴
史
時
計

１
台

蟋
ジ
ー
ア
イ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
４
、
３
９

８
円

蟋
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫
か
ら
市
内

福
祉
施
設
へ
い
せ
さ
き
ま
つ
り
抽

選
券
付
き
う
ち
わ
２
５
０
本

蟋
（社）
伊
勢
崎
法
人
会
か
ら
ラ
ブ
リ

バ
ー
親
水
公
園
う
ぬ
き
へ
桜
の
苗

木
35
本

蟋
サ
ン
デ
ン
（株）
か
ら
市
内
各
福
祉

施
設
へ
い
せ
さ
き
ま
つ
り
抽
選
券

付
き
う
ち
わ
２
４
０
本

蟋
内
田
栄
一
さ
ん
（
下
武
士
東
）

か
ら
境
図
書
館
へ
大
活
字
本
62
冊

蟋
馬
庭
充
裕
さ
ん
（
安
堀
町
）
か

ら
伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
ぬ
い
ぐ
る
み

７
個

蟋
サ
ン
デ
ン
物
流
（株）
有
志
一
同
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
５
、０
０
０
円

蟋
須
田
泰
嗣
さ
ん
（
田
部
井
下
）

か
ら
絣
の
郷
ほ
か
市
内
施
設
へ
日

日
草
６
、
２
０
０
鉢

蟋
朝
鮮
飯
店
伊
勢
崎
西
店
か
ら
伊

勢
崎
ハ
イ
ツ
入
居
者
へ
食
事
の
提
供

14

本
市
か
ら
出
る
ご
み

平
成
17
年
度
に
出
さ
れ
た
ご
み

は
、
約
８
１
、
０
０
０
ｔ
で
す
。

市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

年
間
約
３
８
８
㎏
、
１
日
当
た
り

１
㎏
以
上
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
を
処
理
す
る
た

め
に
、
約
11
億
５
、
４
０
０
万
円

（
塵じ

ん

芥か
い

処
理
費
）が
使
わ
れ
ま
し
た
。

ご
み
の
処
理
費
を
減
ら
す
に
は

●
断
る
（
発
生
抑
制
）

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
レ
ジ

袋
を
断
る
、
過
剰
な
包
装
を
断
る

な
ど

●
減
ら
す
（
排
出
抑
制
）

食
べ
物
を
残
さ
な
い
、
詰
め
替

え
商
品
を
利
用
す
る
な
ど

●
再
使
用

故
障
し
た
ら
修
理
す
る
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
な
ど

●
再
資
源
化

雑
が
み
・
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン

ボ
ー
ル
・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
の
処
理
費
を
減
ら
す
た
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
内

線
３
４
５
２
）

ご
み
の
処
理
費
を
減
ら
そ
う

縦
覧 

市
民
の
善
意 

サ
ケ
の
卵
の
無
料
配
布

通
所
型
障
害
者
支
援
施
設

「
ぶ
ど
う
の
木
」
利
用
説
明
会

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
演
会

都
市
計
画
道
路
の
事
業

計
画
（
変
更
）
を
縦
覧

日時 11月24日（金）午後2時開始
会場 本庁本館3階第2応接室
定員 7人（先着順）
申し込み 当日の午後1時40分から直接会場で
問い合わせ 教育委員会総務課（内線2423）

教育委員会11月定例会 
傍聴しましょう  平成18年度

幼稚園・小・中・
養護学校美術展

期間 12月2日（土）から4日（月）まで

時間 午前9時～午後4時30分

会場 文化会館

内容 絵画や工作を展示します

問い合わせ 学校教育課（内線2413）
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子供のもり公園伊勢崎 

体験学習名 日　時 内　　　　容 定 員 参 加 料 対　　　象 申し込み開始 

11月20日 
（月） 

もちつき 12月3日（日） 
午前10時30分 

4歳から中学生までと
その保護者 200円 

親子で和だこ作り 12月9日（土） 
午後1時30分 

100円 竹ひごに和紙を張って和だこを作り、空高く
飛ばします 

うすときねを使ってもちつきをし、出来たも
ちの試食をします 

溶かしたろうに思い思いの色や飾りを付け、
容器に流し込み固めます 

伊勢崎ジュニアオーケストラの皆さんによる
管弦楽器を中心とした演奏を聴きます 

年長児、小学校低・中・高学年の部に分かれ
てカルタ遊びをします 

クリスマス 
キャンドル作り 
 

12月16日（土） 
午後1時30分 

小・中学生 

小・中学生 

100円 

無 料 子供のもりの音楽会 
クリスマスコンサート 
 

12月17日（日） 
午後1時30分 

誰でも参加できます 

年長児から小学生まで 上毛カルタ大会 12月23日（祝） 
午後1時30分 

無 料 

50人 

10組 

20人 

なし 

各部 
8人 

●12月２日（土）には、自然とふれあいながらスタンプを集める「親子でぺったんこラリー」を開催します。 
　参加料・申し込みは必要ありませんので、午前10時から受付にお越しください。 
※各体験学習とも、小学３年生以下は保護者の付き添いが必要になります 
 
 今月の休館日　21日・28日の火曜日と24日（金） 
 12月の休館日　５日・12日・19日・26日の火曜日と27日（水）と29日（金）から31日（日）まで 

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象

市
内
に
在
住
の
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人

参
加
料

無
料

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

期
日

12
月
７
日
・
14
日
・
21
日

日
の
木
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

３
階
福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー

相
談
電
話
　
（26）
７
７
４
４

「
煮
ぼ
う
と
う
コ
ー
ナ
ー
」
の

期
日
が
12
月
10
日
（
日
）
か
ら
９

日
（
土
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
時
間
・
料
金
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

今
月
の
休
館
日

21
日
・
28
日
の
火
曜
日
と
23
日（
祝
）

12
月
の
休
館
日

５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
の
火

曜
日
と
23
日
（
祝
）
と
28
日
（
館

内
整
理
日
）
と
29
日
（
金
）
か
ら

31
日
（
日
）
ま
で

期
日

12
月
14
日
・
21
日
の
木
曜
日

※
21
日
は
整
形
外
科
医
師
に
よ
る

相
談
で
す

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

会
場

３
階
健
康
相
談
室

※
体
脂
肪
・
血
糖
値
の
測
定
も
行

い
ま
す

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

対
象

原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の

人
と
障
害
の
あ
る
人

利
用
方
法

「
利
用
券
」（
１
枚

１
０
０
円
）
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。
65
歳
以
上
の
人
と
障
害
の
あ

る
人
は
無
料
で
す

※
65
歳
以
上
の
人
は
寿
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は

事
務
室
で
「
利
用
証
」
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い

期
日
・
内
容

４
日
（
月
）
卓
球

７
日
（
木
）パ
ド
ル
（
健
康
棒
）
体

操14
日
（
木
）
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

21
日
（
木
）
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

お
と
し
よ
り
な
ん
で
も
相
談

交
流
室
・
浴
室
の
利
用
案
内

12
月
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
相
談

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

12月 2日（土）

12月 3日（日）

12月 9日（土）

12月10日（日）

豊鉄水工業（株）

（株）丸橋設備

（株）栗原建設

（有）矢島設備

蕁32ー1526

蕁25ー2412

蕁25ー6720

蕁24ー5840

は
ー
と
ふ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
煮
ぼ
う
と
う
コ
ー
ナ
ー
」の

期
日
変
更

国民健康保険税　　　 5期

納期限は11月30日（木）です
問い合わせ 納税課（内線2278）

または各支所税務課
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本
年
４
月
、
障
害
者
自
立
支

援
法
が
施
行
さ
れ
、
障
害
者
福

祉
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
す
べ
て
の
人

々
が
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神

障
害
と
障
害
の
種
別
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
一
元

化
し
、
共
通
の
制
度
で
提
供
す

る
こ
と
、
②
利
用
者
は
原
則
と

し
て
費
用
の
一
割
を
負
担
す
る

こ
と
、
③
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
基
盤
整
備
の
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
、
④
障
害
者
の
地
域
生

活
と
就
労
を
進
め
る
こ
と
、
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
障
害
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
社
会
で
は
、

日
常
的
な
身
の
回
り
の
こ
と
や

経
済
・
社
会
生
活
な
ど
の
面
で

支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
者
を
、

恵
ま
れ
な
い
不
幸
な
人
と
見
な

し
、
時
に
は
そ
の
人
格
ま
で
も

否
定
す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）

は
、
障
害
の
概
念
を
次
の
よ
う

に
採
択
し
て
い
ま
す
。

「
障
害
は
、
個
人
や
家
族
で

克
服
す
べ
き
問
題
と
し
て
固
定

的
に
と
ら
え
る
も
の
で
は
な
く
、

社
会
や
環
境
と
密
接
に
関
係
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
」

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
障
害
者

福
祉
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
、

社
会
全
体
の
大
き
な
課
題
と
し

て
と
ら
え
、
そ
の
根
本
的
な
問

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

障
害
と
い
う
個
性
を
尊
重
し

な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
々
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
新
し
い
視

点
か
ら
考
え
、
行
動
に
移
し
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
障
害
福
祉
課
）

築こうよ　個性を認める　やさしい社会（伊勢崎養護学校　内田正樹君）

たのしい N I H O N G O

市内で活動しているサークルを紹介します 初めの一歩は「こんにちは」

毎週日曜日、北公民館では「たのしいＮＩＨＯＮ
ＧＯ」の会員の皆さんが、初めての日本語に四苦八
苦しながらも、熱心に読み書きを学んでいます。
この会は、代表の辺

へん

土
と

名
な

ファンさんが「外国から
日本へ来て働いている人に、日本語が勉強できる場
を提供したい」と､広報やチラシで参加者を募集し、
平成17年1月にスタート。以来､延べ80人が参加し
て、少しずつ日本語の分かる人が増えてきています。
辺土名さんはペルーから平成2年に来日。「私も最

初は公民館で日本語を教えてもらいました。今度は
私たちが活動し、外国から来た人に日本語、そして
日本や伊勢崎市のことを理解してもらえたらうれし
いですね」と、笑顔で語ってくれました。

▲ 日本語は難しいけれど、一生懸命勉強しています
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月の 12 各種相談 各種相談 年末年始の休み（29日～1月3日）にご注意ください 
児 童 家 庭 相 談  

《本庁会場》 

児童家庭課 
（内線2117） 
 

《児童館会場》 

児童センター 
蕁23－6463  
赤堀あさひ児童館 
蕁63－1616  
境児童センター 
蕁70－6100  
きく児童館 
蕁61－0600

母 子 相 談  

児童家庭課 
（内線2116） 

教 育 相 談  

教育研究所 
蕁30－1234

税 務 相 談  

市民税課 
（内線2231） 

年 金 相 談  

境支所住民課 
蕁74－0237

農 地 相 談  

農業委員会事務局 
（内線3456） 

就業相談（内職相談） 
商工労働課 
（内線3334） 

青 少 年 相 談  
青少年指導センター 
蕁23－8080 
　23－8039

創業と経営の無料相談 
商工労働課 
（内線3333） 
伊勢崎商工会議所 
蕁24－2211

《本庁会場》 

期日　月曜日から金曜日まで 
　※祝日は除きます 

時間　午前８時30分～午後５時15分 
会場　本庁本館１階家庭児童相談室 
　　 （児童家庭課） 

 

《児童館会場》 

期日・会場 
●第１水曜日＝児童センター 

●第２水曜日＝赤堀あさひ児童館 

●第３水曜日＝境児童センター 

●第４水曜日＝きく児童館 

　※祝日・休館日は除きます 

時間　午前10時～午後１時 

人権法律行政相談  
《本庁会場》 

人権課（内線2123） 
 
《支所会場》 

赤堀支所庶務課 
蕁62－9790 
 
あずま支所庶務課 
蕁62－9904 
 
境支所庶務課 
蕁74－0084

期日・会場　 
 １日（金）＝本庁本館５階第１会議室 

14日（木）＝あずま支所２階小会議室 

15日（金）＝本庁本館５階第１会議室 

21日（木）＝境支所会議用庁舎 

28日（木）＝赤堀支所２階大会議室 

時間　午前10時～正午 
内容 
●人権相談（人権擁護委員）＝人権侵 

　害や日常の悩みごとなど 

●法律相談（弁護士）＝法律上の問題 

　（相続・離婚・金銭貸借）など 

●行政相談（行政相談委員）＝国・県・ 

　市・郵政公社などに関する相談 

　※電話予約制です 

　※相談日の７日前から申し込みを受 

　け付けます（土・日・祝日は除きます） 

心 配 ご と 相 談  

《社会福祉会館》 

社会福祉協議会 
蕁25－4546 
 
《赤堀保健福祉センター》 

社会福祉協議会赤堀支所 
蕁62－0066 
 
《高齢者生きがいセンター》 

社会福祉協議会あずま支所 
蕁20－2666 
 
《境地域福祉センター》 

社会福祉協議会境支所 
蕁74－5294

期日・会場　 
●月曜日＝社会福祉会館 

●火曜日＝赤堀保健福祉センター 

●水曜日＝高齢者生きがいセンター 

●金曜日＝境地域福祉センター 

　※祝日は除きます 

時間　午後１時～４時 

期日　月・火・木・金曜日 
　※祝日は除きます 

時間　午前９時30分～午後４時15分 
会場　児童家庭課 

期日　火・金曜日 
　※祝日は除きます 

時間　午前９時30分～午後４時30分 
会場　本庁本館１館第１市民相談室 

消 費 生 活 相 談  

消費生活センター 
蕁20－7300

期日　月曜日から金曜日まで 
　※祝日は除きます 

時間　午前９時～午後４時 
内容　悪質商法・契約トラブルなどの 
　消費生活に関する相談 

結 婚 相 談  

社会福祉協議会 
蕁25－4546

期日　金曜日・第１日曜日 
　※祝日は除きます 

時間　午後１時～４時 
会場　社会福祉会館 

高年齢者職業相談  
高年齢者職業相談室 
蕁23－4794

期日　月曜日から金曜日まで 
　※祝日は除きます 

時間　午前８時30分～午後５時 
会場　社会福祉会館 
内容　おおむね55歳以上の人を対象 
　とした職業相談と職業紹介 

期日　21日（木） 
時間　午前10時～午後４時 
会場　本庁本館１館第１市民相談室 

期日　月曜日から金曜日まで 
　※祝日は除きます 

時間　午後１時～５時 
対象　青少年と保護者 

期日　月曜日から金曜日まで 
　※祝日は除きます 

時間　午前９時～午後５時 
会場　教育研究所 

期日　14日（木） 
時間　午前10時～午後３時 
会場　本庁本館１階第１市民相談室 

期日　13日（水） 
時間　午前10時～午後３時 
会場　境支所会議用庁舎 

期日　水曜日 
　※祝日は除きます 

時間　午前８時30分～午後４時 
会場　農業委員会事務局 
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●
12
月
14
日
（
木
）
＝
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
12
月
15
日
（
金
）
＝
あ
ず
ま
保

健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
８
時
〜
10
時

対
象

●
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
＝
40
歳
以

上
の
人

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
50
歳
以
上

84
歳
以
下
の
男
性

内
容

●
胃
が
ん
検
診
＝
バ
リ
ウ
ム
を
飲

ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
し
ま
す

●
大
腸
が
ん
検
診
＝
事
前
に
配
布

し
た
採
便
セ
ッ
ト
で
２
日
分
の
便

を
採
り
、
会
場
に
提
出
し
ま
す

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
血
液
検
査

と
問
診

受
診
料

●
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
＝
各
５
０

０
円

※
70
歳
以
上
の
人
・
医
療
受
給
者

証
取
得
者
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日

12
月
５
日
（
火
）

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容

医
師
の
ほ
か
保
健
師
・
栄

養
士
に
よ
る
生
活
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

子
育
て
中
は
何
か
と
悩
ん
だ
り

戸
惑
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
親
の
話
し

相
手
や
相
談
相
手
に
な
る
た
め
、

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
時
間
・
内
容

左
表
の
と

お
り

会
場

境
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

子
育
て
に
関
心
が
あ
る
人

で
各
セ
ン
タ
ー
の
保
健
事
業
に
協

力
で
き
る
人

定
員

40
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

４
日
（
月
）
か
ら
直
接
ま
た
は
電

話
で
各
保
健
セ
ン
タ
ー

日
程

左
表
の
と
お
り

対
象

平
成
18
年
８
月
生
ま
れ
お

よ
び
接
種
当
日
に
満
３
か
月
以
上

６
か
月
未
満
で
未
接
種
の
乳
児

※
満
６
か
月
以
上
１
歳
未
満
で
未

接
種
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

接
種
方
法

経け
い

皮ひ

接
種
で
腕
に
ワ

ク
チ
ン
を
滴て

き

下か

し
、
管
針
で
２
か

所
押
し
付
け
ま
す（
１
回
で
終
了
）

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

予
診
票

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日
・
会
場

●
12
月
６
日
（
水
）
＝
境
保
健
セ

ン
タ
ー

●
12
月
19
日
（
火
）
＝
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

開
放
時
間

午
前
９
時
〜
11
時

内
容

自
由
遊
び
と
手
遊
び
な
ど

問
い
合
わ
せ

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
へ

胃
・
大
腸
が
ん
集
団
検
診
を
受

診
す
る
と
き
は
、
郵
送
さ
れ
た
受

診
券
と
問
診
票
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
前
立
腺
が
ん
検
診
を
希

望
す
る
人
は
、
受
診
券
を
持
っ
て

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
前
立
腺
が
ん
検
診
の
問
診
票
は

郵
送
し
て
い
ま
せ
ん

期
日
・
会
場

●
12
月
11
日
（
月
）
・
12
日
（
火
）

＝
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
12
月
13
日
（
水
）
＝
境
保
健
セ

ン
タ
ー

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん

集
団
検
診
（
未
受
診
者
追
加
実
施
）

医
師
に
よ
る
健
康
相
談

赤

ち

ゃ

ん

広

場

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
者
募
集

・

定
期
予
防
接
種
（
B
C
G
接
種
）

期　　日 会　　場 該当地区 受付時間 
BCG予防接種の日程表 

12月 1日（金） 

12月 5日（火） 

12月13日（水） 

健康管理センター 

境保健センター 

赤堀保健福祉センター 

午後1時 
　～2時 

※12月はあずま保健センターでの予防接種はありません。該当者は、いずれの 
会場でも接種可能です 

 
 
 
※乳幼児健診と同じ 
（19ページを参照） 

ボランティア理論 
講師：高橋ゆかりさん 
（高崎健康福祉大学講師） 

子どもの心を育てるために 
講師：田坂和子さん 
（言語聴覚士） 

心を豊かにする食卓 
講師：管理栄養士 
 

子どもの心とからだ 
～いまどきの子育て事情～ 
講師：保健師 

遊んでみよう 
講師：飯塚千砂さん　 
（遊びの達人） 
地域で子育て支援を行う仲間たち 
～読み聞かせ活動を通して～ 
講師：レインボーキッズの皆さん 

時  間 
期  日 午前9時30分～10時30分 午前10時45分～11時45分 

平成19年 
　1月18日（木） 

平成19年 
　2月 1日（木） 

平成19年 
　2月 8日（木） 

子育てボランティア養成講座日程表 

・



郵
送
さ
れ
た
受
診
券
と
問
診
票

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

●
12
月
７
日
（
木
）
・
12
日
（
火
）

13
日
（
水
）
＝
宮
郷
公
民
館

●
12
月
８
日
（
金
）
＝
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

●
12
月
14
日
（
木
）
・
15
日
（
金
）

18
日
（
月
）
＝
三
郷
公
民
館

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

対
象

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上
の

女
性

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

※
年
齢
は
平
成
19
年
３
月
31
日
現

在
で
す

内
容

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
診
察
・
子
宮

頚け
い

部ぶ

細
胞
診

●
乳
が
ん
検
診
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
と
視
触
診（
一
方
だ
け
は
不
可
）

●
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
視
触
診

受
診
料

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
１
、
０

０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
・
医
療
受
給
者

証
取
得
者
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

な
メ
ニ
ュ
ー
の
実
習

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
お

ぶ
い
ひ
も
・
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
へ

期
日
・
会
場

●
12
月
１
日
（
金
）
＝
ふ
く
し
プ

ラ
ザ

●
12
月
13
日
（
水
）
＝
伊
勢
崎
保

期
日
・
会
場

●
12
月
５
日
（
火
）
＝
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

●
12
月
６
日
（
水
）
＝
あ
ず
ま
保

健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

対
象

４
か
月
児
健
康
診
査
が
済

ん
だ
乳
児

内
容

初
期
を
中
心
と
し
た
手
軽

19

子
宮
・
乳
・
甲
状
腺
が
ん

集
団
検
診

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

離

乳

食

講

習

会

健
福
祉
事
務
所（
蕁
（25）
５
０
６
６
）

●
12
月
20
日
（
水
）
＝
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
２
時
〜
３
時

※
予
約
制
で
す
の
で
、
前
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

内
容

専
門
医
に
よ
る
心
の
健
康

に
関
す
る
相
談

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
へ

※
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

・

ウオーキング大会参加者募集 
期日　12月3日（日）※雨天中止 
時間　午前9時開始 
会場　赤堀せせらぎ公園駐車場集合 
コース　伊勢崎ウオーキングマップ「粕川のせせらぎコー 
　ス」5.2㎞ 
対象　市内に在住・在勤の医師から運動の制限を受けてい 
　ない人 
　※小学生以下は保護者同伴で参加できます 

参加料　無料 
申し込み　申込用紙に必要事項を記入し、11月30日（木） 
　までに直接健康管理センターまたは各保健センターへ 
　※申込用紙は各保健センターに用意してあります 
　※ファクスでも申し込みできます。必要事項を記入し、 
　赤堀保健福祉センターへ（　40－0002） 
問い合わせ　赤堀保健福祉センター 

・・

12月の乳幼児健康診査・健康相談 
10か月児 
健康相談 

4か月児 
健康診査 

1歳6か月児 
健康診査 

3歳児 
健康診査 

2歳3か月児 
歯科健康診査 

15日 
18日 
22日 

26日 

20日 

平成18年2月生まれ 

午前9時30分～ 
    10時30分 

問診 
絵本のプレゼント 
身長体重測定 
育児相談 
歯科相談 
食事の話 

母子健康手帳 母子健康手帳 母子健康手帳 
家で使っている歯ブラシ 
タオル 

母子健康手帳 
家で使っている歯ブラシ 
タオル 

母子健康手帳 
郵送された問診票 
 
尿を入れたビニール袋 
家で使っている歯ブラシ 

問診 
身長体重測定 
診察 
 
育児相談 
離乳食の話 

問診 
身長体重測定 
診察 
 
歯科相談 
※希望者にフッ素塗布 

食事の話 
育児相談 

問診 
尿検査 
身長体重測定 
診察 
 
歯科相談 
※希望者にフッ素塗布 

食事の話 
育児相談 

問診 
食事の話 
診察（歯科） 
歯科相談 
※希望者にフッ素塗布 

 
※個別育児・ 
　栄養相談も 
　できます 

午後1時～ 
　　2時30分 午後1時～2時 

平成18年8月生まれ 平成17年5月生まれ 平成15年11月生まれ 平成16年9月生まれ 

健管A 

健管B 

赤  堀 

東 

境 

（金） 
（月） 
（金） 

（火） 

（水） 

19日 
20日 
26日 

21日 

22日 

（火） 
（水） 
（火） 

（木） 

（金） 

12日 
13日 
6日 

7日 

1日 

（火） 
（水） 
（水） 

（木） 

（金） 

6日 
7日 
5日 

19日 

8日 

（水） 
（木） 
（火） 

（火） 

（金） 

21日 （木） 

　14日 （木） 
期
日
・
会
場 

持
参
す
る
も
の 

内
　
　
　
容 

対　象 

受　付 

（小児科・整形外科） 
 

（内科・歯科） 
（内科・歯科） 

（目と耳のアンケート） 

21日（木）赤堀保健福祉 
　　　   センターへ 

14日（木）健康管理 
　　　　 センターへ 

※受付に母子健康手帳を置いて順番をとることはできません 
※健康管理センターA日程の4か月健診および1歳6か月健診はスペイン語・ポルトガル 
語の通訳がいます 

●健管A（健康管理センターA）…北地区（華蔵寺町以外）・南地区・殖蓮地区（東本町）・茂呂地区 
 （北・南千木町以外）・三郷地区（波志江町三丁目・安堀町・太田町）・宮郷地区（宮子町） 
●健管B（健康管理センターB）…宮郷地区（宮子町以外）・名和地区（八斗島町以外） 
●赤堀（赤堀保健福祉センター）…赤堀地区・北地区（華蔵寺町）・殖蓮地区（三和町・本関町・ 
　鹿島町）・三郷地区（波志江町一丁目・波志江町二丁目） 
●東（あずま保健センター）…東地区・殖蓮地区（上植木本町・豊城町・上諏訪町・日乃出町・　
　昭和町・宮前町・下植木町） 
●境（境保健センター）…境地区・茂呂地区（北・南千木町）・名和地区（八斗島町）・豊受地区 

【混雑しないようにお住まいの町内により、下記のように健診会場を設定しています】 
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国道354号線 
花
屋 

銀行 

信用金庫 

境公園 

村上随憲の墓 村上随憲の墓 

境公園停留所 

瑳珂比神社 瑳珂比神社 

県立境高等学校の 
トウカエデ 

市立境小学校 

長光寺 

愛染院 

今回は市営バスさわやか南巡回の停留所
「境公園」周辺を紹介します。

瑳
さ

珂
か

比
い

神社と大酉の市
瑳珂比神社の周辺では、毎年12月10日に

招福や商売繁盛を祈願した大酉の市が開かれ、
大勢の人が集まります。熊手や縁起飾りを売
る露店が数多く並ぶほか、力強い太鼓の演奏
なども行われます。

村上随
ずい

憲
けん

の墓
蘭方医の村上随憲は、長崎でシーボルトか

ら西洋医学を学びました。文政7年（1824）
に旧境町で開業し、県内初の種痘を行いまし
た。市の史跡に指定されています。

県立境高等学校のトウカエデ
樹齢100年を超えるトウカエデで、県立境

高等学校の敷地内にあります。樹高23m、目
通り3m、根周り9.7mは県内最大です。春に
は淡い黄緑色の花を咲かせ、秋には翼果が実
ります。県の天然記念物に指定されています。

村上随憲の墓

県立境高校のトウカエデ

瑳
珂
比
神
社
と

大
酉
の
市

朝
晩
の
空
気
の
冷
た
さ
に
、
秋

の
深
ま
り
を
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
。

紅
葉
も
山
か
ら
里
に
下
り
て
き
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
私
の
お
勧
め

は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

里
山
で
落
ち
葉
を
踏
み
し
め
て
歩

く
の
も
良
し
、
街
並
の
景
色
を
見

な
が
ら
歩
く
の
も
良
し
、
高
く
澄

ん
だ
秋
空
の
下
、
季
節
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
健
康
的

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

先
月
お
届
け
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
歩
い
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

（
と
）

11/19 蘆 20 蘆 21 蘆 22 蘆 23
11/25 蘆 26 蘆 27 蘆 28
11/30 蘆 11/1蘆 2 蘆 3
12/4 蘆 5 蘆 6 蘆 7

◆イーバンク銀行杯GⅠ開場30周年記念シルクカップ争奪戦 

◆【場外発売】船橋市営第4回2節（船橋） 

◆【場外発売】浜松市営第8回1節（浜松） 

◆第2回大手文蔵杯争奪戦 


